
猪の瀬戸湿原便り  第５号 

平成２２年３月３日 発行：猪の瀬戸湿原再生実験野焼き実行委員会事務局 
平成 21年度 設定調査区内の植物の生育状況 

 下のグラフは平成２１年度の猪の瀬戸湿原の植物群落の調査結果を総合的に示したものです。 

 （被度指数とは調査区内の植物の生育状況「勢力」を計算公式にしたがって数値化したものです） 

 ヨシ群落、オギ群落、ツルヨシ群落のいずれも火入れ区内の植物の生育状況が刈り取り区、放置区に

比べてよく生育していることがわかります。また、刈り取り区では生育の度合いが弱まってくることも

はっきりしました。草原化して乾燥傾向にあるオギ群落ではススキやノガリヤスの生育が目立っていま

す。さらに、放置区では木質つる植物のノイバラの生育が顕著になり森林化傾向が認められます。 

 帰化植物のイタチハギは県道に最も近いヨシ群落内に見られますが、周辺の刈り取り除去活動で調査

区内への侵入度合いは鈍っているようです。 

  

 

 


